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部局ニュース

　本学は、内閣府の実施している「女
性に対する暴力をなくす運動」に賛同
し、女性の人権尊重ならびにハラスメ
ントや差別的言動に対する学内構成員
の意識向上を図るため、11月18日（金）
に、その運動のシンボルカラーの紫色
で古河講堂をライトアップしました。
　点灯式では、山口淳二理事・副学長
が挨拶の中で「『人権と多様性の尊
重』は、人間社会の基盤であるととも
に、大学が真理の探究と知の創成の場
であるために不可欠。人権を著しく侵
害する『暴力』の問題は早急な対応が
必要である。」と話しました。山口理
事・副学長と共に、デートDV防止教
育活動も行っている文学院博士後期課
程の白井那奈氏の点灯合図により古河

講堂がパープルに彩られ、点灯式にご
参加いただいた皆様より拍手と歓声が
あがりました。
　その後、白井氏によるショートトー
クでは「デートDVはDVと構造は同じ
で、人権侵害であるが、誰もが被害者
にも加害者にもなりうる身近な問題で
ある」と訴えました。また、「女性だ
けではなくジェンダーやセクシュアリ
ティを問わず起こる問題である。他人
事ではなく、自分事として考えていた
だきたい」と締めくくりました。
　会場は多くの学生や市民で賑わい、
関連する啓発パンフレット等も多数配
布されました。これを機に、皆様に暴
力やデートDVについての認識をより
深めていただくとともに、もし身の回

りに助けを必要としている人がいれ
ば、声をかけたりパンフレットを渡し
たりするアクションを起こしてもらえ
たらと思っています。
　「女性に対する暴力をなくす運動」
のリーフレットや「デートDV」に関
するパンフレットは、必要に応じて部
局等にも送付可能です。またダイバー
シティ・インクルージョン推進本部の
ウェブサイトの中に特設ページを作成
しておりますので、こちらもぜひご覧
ください。
https://www.dei.hokudai.ac.jp/archives/19054/

（ダイバーシティ・インクルージョン推進本部）

古河講堂のパープル・ライトアップを実施

古河講堂パープル・ライトアップ 記念撮影

山口理事・副学長挨拶 白井さんショートトーク
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　文学研究院は、11月7日（月）から11
日（金）、メルボルン大学との共同研究
ワークショップ「Hokkaido-Melbourne 
Joint Research Workshops Fund 2022 
"Healthy Ageing and the Good Life"」
をハイブリッド形式で開催しました。
　本ワークショップは、文学研究院
のKerrin Artemis Jacobs特任准教授
（哲学倫理学研究室）とメルボルン
大学のWilfred Yang Wang博士が共
同で申請し、今年6月に採択された
「Hokkaido-Melbourne Joint Research 
Workshops Fund（共同研究ワークシ
ョップスファンド）」5件のうちの1つ
として支援を受けました。
　当日はメルボルン大学から共同申請
者であるWang博士とShashini Ruwanthi 
Gamage博士が来学し、ファカルティ

ハウス「エンレイソウ」及び遠友学舎
で行われたワークショップには多くの
学生や研究者が参加しました。
　初日は、Jacobs特任准教授の開会挨
拶に続き、藤田　健文学研究院長とメ
ルボルン大学Russell Goulbourne人文
学部長から開会にあたっての祝辞と同
じ課題に取り組む今後の共同研究や協
力と発展への期待についてスピーチを
いただきました。
　続いて藤田研究院長とWang博士が
両校のギフト交換を行い、メルボルン
大学からはマスコットと校舎がデザイ
ンされたスノードーム、北海道大学か
らはアイヌ模様のタペストリーが贈呈
されました。

ワークショップでは、Healthy Ageing 
and Institutional Designを主題に人間

知・脳・AI研究教育センターによる
Healthy Ageing and AIの回や応用倫
理・応用哲学研究教育センターの宮嶋
俊一教授（宗教学インド哲学研究室）
や清水香基助教（社会学研究室）によ
る「Healthy Ageing, Spirituality, and 
Life Satisfaction」をテーマとした回、
「Gender sensitive view on Healthy 
Ageing」をテーマにSharon J. B. Hanley
特任講師（環境健康科学研究教育セン
ター）が発表する回があり、最終日は
Future Strategy Dayとして、遠友学
舎で今後の研究協力や共同研究につい
ての建設的なディカッションが行われ
ました。

（文学研究院・文学院・文学部）

文学研究院がメルボルン大学と共同研究ワークショップを開催

両学部長を紹介するヤコプス特任准教授 ギフト交換（左:藤田研究院長、右:Wang博士）

メルボルン大学からはオンラインで参加 最終日のディスカッション




